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放送アーカイブ利活用促進に向けて（前編）　

フランス・INA（国立視聴覚研究所）の
最新動向

メディア研究部  大髙　崇　

はじめに

本論文の目的は，フランスの放送アーカイ
ブ機関である国立視聴覚研究所1）（L’Institut 
national de l’audiovisuel, 以下「INA」）の近時
の取り組みを報告するとともに，関連するフラン
スの法制度等の検証を通じて，日本における放
送アーカイブの利活用促進に資する知見を得る
ことである。

筆者はこれまで，日本の放送局が保存する
ニュースや番組の映像・音声，およびその素材

（以下，「放送アーカイブ」と総称する）の利活
用について研究を重ね，特に学術や教育，地
域などでの非営利利用（公共利用）の意義を唱
えてきた 2）。その間，放送局の努力は続けられ

てはいるが，現状に対する利用者側からの不
満の声は続いている3）。放送アーカイブの利活
用が進みづらい要因としては，権利処理と法制
度の問題，放送局の体制や映像使用料などの
問題が挙げられる。また，これは放送番組に
限らず，アーカイブ全般にいえるのだが，歴史
的資料の保存と利活用の意義に対する社会的
関心が高いとは言いがたい現状も要因といえよ
う。

そこで筆者は，海外事例に示唆を求めた。
そして，数あるアーカイブ機関の中でも最先端
に位置すると思われる，世界最大規模の映像・
音声アーカイブを保有するINAに着目した。学
術利用のために，原則としてすべてのアーカイ
ブを公開するだけでなく，近年ではSNSを活用

日本での放送アーカイブの利活用促進につながる示唆を求めて，世界最大規模の放送（視聴覚）アーカイブ機関で
あるフランスのINA（国立視聴覚研究所）の最新動向やフランスの法制度について2回にわたり報告する。前編は，
AIによるアーカイブの研究利用や，インターネットでのコンテンツ発信，社会貢献など，近年のINAの活発な展開
の模様をリポートする。膨大な視聴覚アーカイブを収集・保存し，専門人材によってメタデータが整備される。法定
納入制度のもと，原則としてすべてのアーカイブが研究目的で閲覧可能とされ，最近ではINAが開発したAIツール
を用いた定量分析などにも利活用される。コンテンツ制作やSNSでの発信も盛んで，2022年には大統領選挙の候
補者のアーカイブを活用した新たな政治番組が話題を呼んだ。映像販売などでは，顧客の要望に沿う柔軟な対応
をすることで，ブランドイメージを向上させている。組織内の「横連携」も活発で，使命の達成に向けて相乗効果
をもたらしている。受信料制度の撤廃など，公共放送のあり方が問われる中，アーカイブの専門性を生かして，教
育現場や地域社会，海外の国々の課題解決にも取り組み，メディアに対する信頼回復に努めている。
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した発信やAI分野の技術開発，地域貢献も盛
んであるとの現地報道がある。

先行研究では，元INA会長のエマニエル・
オーグが2006年に発表した書籍『L’INA4）』
が 代表的である。また，マイヤール2006 5）

や，長井2008 6）の調査報告，東野2009 7）での
Inathèque（イナテーク）のジャン＝ミシェル・
ロード所長（当時）の講演，西2009 8）などがあ
り，これらから2000年代までの概況を知るこ
とができる。しかし，その後は2018年の時実
の報告 9）を除き，INAに関する日本でのまとまっ
た論考・報告はわずかで，特に，急速に発展
する情報化社会に対応した近年の活発な取り組
みについては，既存の資料だけでは十分に把
握できない。このため，筆者は2023年6月にフ
ランスを訪問し，INAの各部門の現場視察と
それぞれの責任者たちへのインタビュー取材を
行い，帰国後も関連する資料収集にあたった。

本論文は前後編2回に分けて取材結果を報
告し，考察する。この前編では，INAの現在地，
すなわちアーカイブを原資として行うINAの多
彩な事業展開の報告を主軸とする。そして後編
では，INAのアーカイブ展開がなぜ実現したの
か，フランスの法制度の変遷とその背景を読み
解く。全編を通じて，アーカイブの公共的価値
への理解を深めながら，日本での利活用を促
進するうえでの課題解決に向けて検討を重ね
てゆく。

前編の構成は以下のとおり。第1章でINAの
概要を紹介したのち，第2章から5章までは，
おおむね部門ごとの使命と活動内容を，各部門
に属するアーカイブの専門家たちの声を交えて
報告する。だが，INAのアーカイブ展開が盛ん
な理由は，この組織が決して「縦割り」ではな
いことが大きい。第6章では，各部門同士の緊

密な「横連携」に注目し，それぞれの使命達成
のために相乗効果を発揮していることを伝える。
第7章でフランスの国内外のさまざまなアクター
との友好的な関係を結び，より直接的に社会貢
献する取り組みを報告したうえで，総括する。

国の制度などが異なるため，INAのような
組織と仕組みをそのまま日本に移植するという
わけにはいかない。しかし，創設からまもなく
50年を迎えながらもベンチャー企業を思わせる
INAの数々のチャレンジは，同じく“老舗 ”と
なりつつある日本の放送関係者にとって有意義
な知見は少なくないはずである。

なお，本論で述べるように，INAが収集し
利活用するアーカイブは「放送番組」に限定さ
れておらず，映像・音声全般を広く取り扱って
いる。そのため，以降より特段の注記がない
限り，これらをまとめて「視聴覚アーカイブ」と
表現する。

第 1 章  INAの概要

INAの本部は，パリ中心部から東に向かっ
て地下鉄とバスを乗り継ぎ約1時間の郊外の

INA本部（ブライ＝シュル＝マルヌ）
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図１　1974年 公共放送ORTFの分割

街，ブライ＝シュル＝マルヌにある。敷地内に
は，アーカイブの保存や修復，映像制作のた
めの棟，収録スタジオ，食堂，学校の校舎な
ど，いくつもの建物が建ち並び，さらに新たな
施設の増築工事が行われている。従業員数は
約1,000人。行きかう人々は比較的若い世代が
目立つ。

もともとINAは，1974年，当時フランス唯一
の放送局であったORTF（公共放送）の分割が
決まった際，「偶然」に誕生したものである。テ
レビ3局とラジオ1局の公共放送を創立し，競
争させることを目指す行政改革だったが，その
法案作成の最終段階まで，ORTFのアーカイブ，
研究，人材育成の部署をどうするかの議論は置
き去りにされていた。やむを得ず，これらをまと
めて，急ごしらえの「研究所」が設けられ，翌
1975年からINAとして事業を開始した（図1）。

「偶然の産物」だったINAだが，その後の半世
紀の活動を通じて，世界屈指のアーカイブ機関
に成長したのである。

創設の経緯からもわかるように，INAは現
在のフランス放送法（コミュニケーションの自由
に関する1986年9月30日の法律）でもほかの

公共放送と同格に規定される組織として，放送
局を規制する独立機関Arcom10）の監督下に置
かれている。財源は70%近く（8,790万ユーロ
/約137億円）が受信料収入，その他30%以上

（4,020万ユーロ/約63億円 11））が映像販売など
の事業収入という「商工業的性格を有する国家
の公共的法人」と位置づけられる。そのINA
に課せられた使命は，「国家遺産を保存し，有
効に活用する12）」ことである。なお，2022年に
受信料制度が撤廃されたため，その後は暫定
的に付加価値税（日本の消費税に相当）の一部
を充当している13）。

INAの組織は，政府やArcomなどから選出
された委員で構成される評議会が最高意思決
定機関であり，ここで会長を選出する。現職
のローラン・ヴァレ会長（2015年就任）のもと，
さまざまな部署で構成されるが，主なところと
して，放送番組をはじめとした視聴覚アーカイ
ブの収集・保存・整備と，研究拠点Inathèque
を担当する遺産局，技術研究・開発部門のデー

タ・テクノロジー局，コンテンツ制作集団の編

集局，アーカイブ映像等の販売・外部提供を
担当するマーケティング局，フランス国内6か

所に拠点を置く地域本部と，新
設された地域・多様化局，視聴
覚に特化した教育機関 INA Sup

（イナシュップ）がある。そして，
国外のアーカイブ機関などと連
携した活動を展開する国際部，
アーカイブ利活用に際して著作
権や契約などの実務を担う法務
部などがある（図2）。

以下の第2章より，それぞれ
の部門の役割と活動を報告す
る。

INA
SFPRF

FR3

FR1 A2

TDF
技術・送受信

番組制作

全国・総合全国・総合

ラジオ

地方（全国・海外）

研究・アーカイブ・人材育成
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図2　INAの組織　概略図

第 2 章  アーカイブの収集・保存・整備

まず，世界最大規模と称されるINAの視聴
覚アーカイブが，どのように収集・保存，整備
されるかを見てゆく。収集する対象は，既述し
たとおり放送番組だけにとどまらない。

この活動を担うのが，INAの中核組織であ
る遺産局の200人である。収集された膨大な
アーカイブは，専門家たちによって利活用がし
やすいように記録・分類され，INAの存在価
値を高める資産として形成される。

2-1　収集

本節では，遺産局が収集する，（1）「法定納
入制度 」に基づき保存される放送番組やウェ
ブサイト上のコンテンツ（以下「ウェブサイト」），

（2）寄贈や購入によって入手した国内外の映
像・音声，さらに，（3）放送番組などに関連す
る写真や文書などの資料，についてそれぞれ
概説する。

（1）法定納入される放送番組・ウェブサイト

INAはフランスで放送する180チャンネルを
超えるテレビ・ラジオの番組すべてを毎日録画

し，保存している。この中には，フランスの海
外県での放送チャンネルも含まれる。2022年
12月末までに収集した映像・音声は2,580万時
間を超えるが，このうち約2,340万時間が法定
納入された放送番組 14）であり，年間約150万時
間のペースで増え続けている。

法定納入制度は，16世紀にフランスが世界
で初めて導入した。国内で流通するすべての出
版物を国指定の機関に納入することを発行者に
義務づけるものである。日本でも同様に，国立
国会図書館に出版物を法定納入する制度が存
在する。

フランスでは，1992年に法が改正され，法
定納入の対象に放送番組が加わり，受け入
れ機関としてINAが指定された。これに基
づき，全番組の保存を確実に履行すること
が，各放送局とINAの義務となった。France 
TélévisionsとRadio Franceの局内にはINAの
遺産局職員が常駐し，番組や関連資料の収集
を滞りなく進めるための体制を組んでいる。

また，前身である公共放送ORTFが解体前
に保有していた映像・音声も，INAの法的義務
として継承し，保存している。

フィルムやテープの状態であったかつての

評議会
会長

遺産局
Inathèque マーケティング局

法務部

データ・
テクノロジー局

地域本部
地域・多様化局

INA Sup
（キャンパス）編集局

国際部
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アーカイブは劣化や破損のおそれが出てきたた
め，INAは1999年以来，「PSN」と名づけた
デジタル化作業計画に着手し，現在ではほぼ
すべて完了している。膨大なデジタルデータは
INA本部1階の通称“データレイク”に格納さ
れ，利用の求めに応じて取り出せるようになっ
ている。

2006年には，法定納入制度がさらに改正さ
れ，ウェブサイトも納入義務の対象となった。
そのうち，放送局をはじめとする映像メディア
など，視聴覚分野に関係するウェブサイトを収
集する義務がINAに課されている。現在，1万
7,000を超えるメディアのサイト（1996年以降，
1,300 億URL），20の動画配信プラットフォー
ムにある1万以上のアカウント，1万5,000以上
のポッドキャストの動画や音源などを収集して
いる15）。揮発性の高いウェブの性質上，常時モ
ニタリングを行っている。

（2）寄贈や購入などで入手する映像・音声

INAの遺産局は，国内外の企業や団体など
から映像・音声の独自収集にも力を入れており，
これまでに約240万時間の「コレクション」を
形成している。

法定納入対象となる以前の放送番組や，海
外の人気番組などのほか，放送以外の貴重
な映像・音声が収集される。最古のもので
は1905年の映像がある。また，『太陽がいっ
ぱい』などの作品で知られるルネ・クレマン
監督らが参加したフランス映画総合協同組合

（CGCF）所蔵の映画作品，近現代の代表的絵
画を所蔵するジョルジュ・ポンピドゥー国立芸
術文化センターのアーカイブのほか，スポーツ
関連では，ル・マン24時間レース，ツール・ド・
フランス，舞台芸術関連では，パリ・オペラ座

やストラスブール国立劇場などからのコレクショ
ンがある。さらに国際的には，ユネスコ，国
境なき医師団（MSF）などのアーカイブや，歴
史的にきわめて貴重なものとして，南アフリカ
共和国で黒人初の大統領となるネルソン・マン
デラがかつて反政府ゲリラだったころに投獄さ
れる契機となった「リボニア裁判」（1963 ～ 64
年）の音源や，キューバ革命によって誕生した
同国の映画芸術産業庁（ICAIC）のニュース映
画（1960 ～ 90年）なども含まれる。以上はあ
くまでコレクションのごく一部であり，国内外か
らさまざまな視聴覚資料が収集され，フランス
の「国家遺産」となっている。

こうした，遺産局による視聴覚アーカイブの
収集は，担当者だけで計画・実行されている
わけではなく，組織内の他部局との連携によっ
て戦略的に行われている。また，映像の所有
者との友好関係を重視しながら，利用権の取得
範囲なども柔軟に対応している。これに関する
詳細は，マーケティング局の販売戦略と併せて，
第5章で報告する。

（3）写真や文書などの関連資料

INAが収集するのは，映像・音声だけでは
ない。放送など，視聴覚作品制作に関連する
文書などの資料も膨大な数にのぼっている。

例えば，番組制作のプロセスで撮影された
スチール写真は120万枚に及ぶという。企画書
や放送番組表は，放送の前と後で内容が変更
されることがあるため，そのどちらも収集する。
台本，衣装デザインのデッサンや生地，番組情
報のプレスリリース，視聴率調査データ，さら
には放送局内での報告書類，関係者への報酬
の支払い証明書まである。業務と会計の監査
を思わせる徹底した収集ぶりである。さらに，
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番組制作の関係者本人から資料の提供を受け
る際，インタビュー撮影も行う。その動画は，
放送番組や映像作品が生まれた当時の貴重な
オーラルヒストリーとして，オンラインで公開さ
れている。

遺産局で関連資料収集に長年携わるアニエ
ス・ドランスさんとピア・ルーセルさんに，1947
年に放送されたラジオ番組に寄せられたリス
ナーの手紙を見せてもらった。そこには，身体
障害があり，就職ができない31歳の息子の生
活を心配する母親の思いがつづられていた。ド
ランスさんは，当時の政府は従軍した負傷兵へ
の補償には熱心だったが，そうでない民間人の
救済は後回しにしていた可能性を示唆するもの
として，この手紙の歴史的価値を評価する。こ
れら文書類は，閲覧を希望する研究者たちの
ためにデジタル化しているが，現物も「遺産」と
して丁寧に保存している。

ドランスさんは，文書類の収集と保存の意義
を以下のように強調した。
「私が本当に強調したいのは，視聴覚アーカ

イブの構築とは，映像や音声だけではなく，こ

れに伴う文書類を必ず収集しなければならな

い，ということです。制作の背景や，技術的な

情報を理解し，その番組がどのように作られた

かを知ることができるようになって初めて，視

聴覚アーカイブといえるのです」

放送番組など，公表された視聴覚アーカイブ
は「完成品」であり，それは作品制作という営
為の上澄みである。遺産局の徹底した収集活
動によって，視聴覚アーカイブが重層的，立体
的になり，長く保存，利活用する価値を有する

「国家資産」になるのだという矜持を垣間見た
気にさせられた。

2-2　ドキュメンタリストたちによる
メタデータ整備

収集された映像・音声，ウェブサイト，そし
て文書などの資料の情報は，遺産局に所属す
る120人のドキュメンタリストによってメタデータ
の整備がなされる。
「ドキュメンタリスト」というと，日本では「ド

キュメンタリー番組（Documentary program）
のディレクター」を想像しがちだが，そうでは
ない。ここでいうドキュメンタリストとは，情
報を記録し文書化するドキュメンテーション

（Documentation）の専門職であり，イメージと
しては図書館で書誌情報を記録する司書に近
い。いわば「映像・音声に特化した司書」のこ

アニエス・ドランスさん（左）とピア・ルーセルさん

1947年のラジオ番組に送られたリスナーの手紙の原本
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とである。
INAのドキュメンタリストは全員，専門の国家

資格を取得している。後述するINAの視聴覚
分野専門の教育機関INA Supを修了して資格
を得た者も多い。彼らの中には，INAでドキュ
メンタリストとしての経験を積んだあと，資料の
歴史的価値を理解して適正な分類ができるなど
の，より高度な専門性を求められるアーキビス
トの資格取得を目指す者もいる。前述のドラン
スさんは，INAでドキュメンタリストとして従事
したあと，アーキビストの資格を取得している。

ドキュメンタリストたちは，コンテンツ単位で，
全体の要約やシーケンスごとの詳細，出演者な
どの関係者情報，キーワードをデータベースに
記録する。さらに，共通する人物や出来事につ
いて，テーマ別のファイル（コーパス）を作成す
る。これまでに600以上のコーパスが完成して
いる。彼らの専門的な作業によって，検索の容
易性とともに，後述する研究のための分析での
利便性の向上をもたらしている。

以上，膨大な視聴覚アーカイブが収集，整
備されるまでを概観した。こうして，研究，制
作，販売など，他者に使わせること，また，
INA自身が使うことが可能になる。まず次章

では，同じく遺産局の担当である，アーカイ
ブを研究目的で利用する人 を々支援する拠点と
なっているInathèque（イナテーク）にフォーカ
スをあてる。

第 3 章  研究利用と支援—Inathèque—

「Inathèqueとは，INAのアーカイブを学術

的に利活用するためのインターフェースです」

と，Inathèque責任者のクロード・ムスーさんは
表現する。遺産局が収集・整備した膨大な視
聴覚アーカイブを，ここがどのように研究利用
しているのか，研究者に対するさまざまな支援
策，そして最近の取り組みであるAIを活用し
た新たなメディア研究の試み「Lab（ラボ）」に
ついて報告する。

3-1　Inathèqueでの研究利用

1995年に開設されたInathèqueは，パリ
13区にある国立図書館のフランソワ・ミッテラ
ン館 16）（Bibliothèque Nationale de France，
以下「BnF」）の1階に拠点を置いている17）。

法定納入対象である約2,340万時間のテレ
ビ・ラジオ番組，ウェブサイトと，写真や文書
のアーカイブの原則すべてが視聴・閲覧可能で
ある。まだアナログ状態（マテリアル）にある
一部の資料も，BnFのInathèqueでは求めに
応じて閲覧できる。さらに，CNC（フランス国
立映画映像センター）とも連携しており，デジ
タル化されたフランス映画コレクション約8,000
本にもアクセス可能である。

すべてのアーカイブを閲覧可能にする理由
は，2018年当時の遺産局のアニエス・マニアン
局長が語った以下の言葉に，Inathèqueの信念
として端的に示されている。

遺産局のドキュメンタリストたち
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「私たちは，保存している遺産の審査員では

ないし，将来それをどのように利⽤するか，研

究者が何に興味を持つかを推定することはでき

ません。視聴覚資料は，あらゆる次元で研究・

探求の対象でなければならないのです18）」

視聴・閲覧可能な資料は，ウェブサイトで目
録を公開しているため，利用希望者は事前に確
認，準備ができる。そして，実際にInathèque
を利用するには以下のような条件がある。

まず18歳以上であること。そして，修士1
級以上の学生，高等教育機関の教員および研
究者，博士号取得者，ジャーナリスト，図書
館等の専門職員であれば所定の書類を提出す
ることで利用者登録ができる。また，学部生
や「個人的な研究 」の希望者であっても，担
当官との面接の結果によって，閲覧権限が与え
られる。1年間の新規登録者は約1,000人。約
60％が研究者（うち約7割は学生）が占める。
ほか，19％がプロのジャーナリスト，14％が一
般の人 と々なっている。

来館した利用者は，Inathèqueに常駐する
遺産局のドキュメンタリストから，検索や閲覧，
機器の操作方法，さらには研究の進め方など
のアドバイスを受けることができる。

BnFの場合，独自に開発した視聴覚ワーク
ステーションを利用できるパソコン端末を備
えた，約60のブースが設けられている。それ
ぞれの端末には，研究・分析の利便性を高
めるための，複数のツールが導入されている。
HyperBase（ハイパーベース）は，膨大なデー
タを一括検索し，視聴・閲覧をしながら，関連
する情報をまとめたファイル（コーパス）を作成
できる。また，静止画の切り取り，注釈の入力，
画像のプリントができるMédiaScope（メディア
スコープ）や，調査結果から統計データを作成

する機能があるMédiaCorpus（メディアコーパ
ス）などを利用しながら，おのおのがパソコン
端末内で研究資料の作成作業を行い，その内
容を保存できる。

放送された映像・音声，ウェブサイト，文書
や写真，さらには映画も並行して閲覧，分析で
きるため，複数のメディアを自在に横断する「ク
ロスメディア研究」，あるいは「トランスメディ
ア研究」がしやすい環境となっている。

このBnF（ミッテラン館）の開設を推し進め
た当時の大統領，フランソワ・ミッテラン19）は，
以下のような言葉を残している。
「この偉大な図書館（引用者注・BnF）は，

あらゆる知識分野を網羅し，すべての人が利用

でき，最新のデータ通信技術を駆使し，遠隔

地からの閲覧が可能で，ほかのヨーロッパの図

書館とリンクするものでなければならない 20）」

このミッテランの意志を具現化するように，
InathèqueはパリのBnFだけでなく，国内に
6か所あるINAの地方拠点（リール，リヨン，
マルセイユ，レンヌ，ストラスブール，トゥー
ルーズ）にも開設されている。さらには，国内
50か所以上の公立や大学の地方図書館でも，
Inathèque同様に原則すべてのアーカイブ視聴
が可能な環境になっている。

そうした地方図書館の1つが，フランス北部
の街，ルーアンにあるヴィヨン遺産図書館で
ある。ここでは，2017年にINAからの提案と
費用負担によりワークステーション2台が設置
され，アナログ状態の資料を除いて，BnFの
Inathèqueと同じようにアーカイブ・コレクショ
ンを視聴・閲覧することができる21）。 BnFの
ワークステーションと比較すると機能が少なく，
資料の保存はできないが，“ある程度”までな
らスクリーンショットを自分宛てにメールで送信
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することは許されている。
ヴィヨン遺産図書館の担当者，ソフィー・エ

ティエンブル・ルブレ氏はこう語る。
「来館者は，現代歴史学の学生が特に多く，

ジャーナリストや法学者もときどき訪れます。

また，家族の誰か，例えばおじいさんが過去に

テレビに出ていたことを知り，その家族全員で

来館し，一緒におじいさんの映像を視聴してい

る，ということもあります」

つまり，あくまで「研究目的」での利用が条
件だとはいうものの，その門戸はかなり広く設
定されているようである。視聴覚アーカイブは，
フランス市民にとって身近なものであることが
わかる。

3-2　研究者への支援の数々

Inathèqueでは，さまざまな研究者の支援策
を用意している。
「法定納入制度のもとで，私たちInathèque

には，研究者たちがアーカイブを利活用できる

ような仕組みを実行する法的な義務がありま

す」と，責任者のムスーさんはいう。
研究者のために，INAの准研究員資格の付

与や研究助成金の交付を受ける機会を設けて
いることに加え，毎年，優れた学士論文，修
士論文に対して「Inathèque賞 」を贈呈する。
ムスーさんによると，2023年の受賞作には，犯
罪をテーマにした過去20年以上のドラマを視
聴，分析し，そこで女性がどう描かれたかを
研究した論文などが選ばれている。

研 究 成 果 のアウトプットにも積 極 的だ。
Inathèqueから生まれた論文は，学術書籍に
まとめて定期刊行するほか，「研究ノート」と名
づけたウェブサイトにも掲載している。

さらに，研究者と協力してワークショップや

セミナーも定期的に開催する。中でも人気企画
は，月に1度，月曜日に開催する「INAの月曜
日」だ。パリ市内の映画館などを会場に，一
般の人々も招き入れ，アーカイブ映像を上映す
るイベントである。上映の合間に，研究者たち
がそのアーカイブに関する解説をしたり，観客
も交えて討論をする。テーマは毎回異なるが，
筆者が参加した2023年6月12日の「INAの月
曜日」では，パリ出身の人気歌手，ジョニー・
アリディ 22）の特集であった。生前，人気絶頂
だったころのアリディの歌唱場面や，2017年に
亡くなったあとの大々的な葬儀の模様，その

Inathèque　クロード・ムスーさん

「INAの月曜日」
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後の遺族たちの動静などを伝えるアーカイブを
スクリーンに映し出し，アリディの人間像や社
会にもたらした影響，時代ごとのテレビの視点
の変化などについて，研究者が解説した。往
年の大スターを取り上げたためか，客席は，
かつてのファンと思しき年配の男女の姿が目立
ち，“研究発表会”独特の肩苦しさを感じさせ
ないイベントとなっていた 23）。

3-3　「Lab」  AIを用いた文理融合のチャレンジ

AI技術が社会を大きく変えつつある。そう
した中，Inathèqueは2022年12月から新たな
研究者支援の試みを開始した。社会科学のあ
らゆる分野を対象に，INAの膨大な視聴覚アー
カイブをビッグデータとして，AIツールを用い
た研究手法の開発を支援する「Lab（ラボ）」で
ある。
「デジタル・ヒューマニティーズ 24）の展開の中

で，AIのツールを利用した研究が増えていると

いう傾向があり，私たちはINAのコレクション

が新たな科学的利用に資するものだと注目し

たのです」（ムスーさん）

ラボに応募した研究者たちは，研究補助金

を得て1年間のサポートを受けることができる。
それぞれでプロジェクトを立ち上げ，毎月開催
されるセミナーで，AIを用いた分析の結果を
発表する。例えば，フランスの主要な放送局
の32チャンネルで，2002年から2020年にか
けて放送された全番組を対象に，政治家の出
演頻度などと放送局の株主の関係性に着目し
たプロジェクトや，1995年から直近までのテレ
ビニュースでの性暴力への言及と，同期間の警
察への通報や有罪判決の数などを比較検証す
るプロジェクトなどがあり，従来は不可能だっ
たメディア研究が若い研究者らによって試行さ
れている。

この試みは，遺産局のドキュメンタリストや
アーキビストの，従来の専門性だけで対応する
ことは困難であった。また，ラボに参加する
研究者たちは，社会科学の“文系”人材が多
い。そこで責任者のムスーさんは，ラボ立ち上
げの際，データサイエンティストであり，かつ
人文社会学の分野で修士号を取得した研究者
を専属スタッフとして雇用した。研究者たちの

“文系”的な関心を理解でき，かつ“理系”の
知識も豊富な人材を配置することで，この文理
融合の試みを軌道に乗せようとしている。

そして注目すべきは，ラボでのAI研究の実
験は，INAのデータ・テクノロジー局の研究開
発およびAI部門の技術者たちとの緊密な連携
によって実現していることである。彼らは以前
から，視聴覚メディアに関する先端的なツール
の開発に取り組み続けており，彼らの成果はラ
ボでも大いに生かされている。

中でも利用頻度の多いツールが，inaFace 
Analyzer（フェイスアナライザー）とinaSpeech 
Segmenter（スピーチセグメンター）である。

Face Analyzerは，静止画・動画に映る，ラボのセミナー
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顔の属性情報を大量に抽出・分析するため
の事前学習済みのプログラムであり，Speech 
Segmenterは，出演者の声から性別を検出す
る機能を持つ。これらは，発話時間に基づく
男女の登場頻度の研究に資するよう設計されて
いる。INAの開発チームは2019年に，ラジオ・
テレビ番組18年分（約70万時間）の解析に成
功し，男性が⼥性の2倍発⾔している（女性の
割合はテレビでは32.7％，ラジオで31.2％）と
いう結果を発表した。メディアにおけるジェン
ダーバランス研究に革新をもたらしたとして大
きな話題となった。

このほかにも，オンラインに違法にアップロー
ドされた，いわゆる“海賊版 ”動画を瞬時に
探し当て，著作権者に通知する機能を有する
Signature（シグニチャー）も開発し，2018年
のエミー賞を受賞するなど，世界的にも注目さ
れる研究開発を続けている。そして，開発した
ツールをオープンソースにして積極的に公開し
ている。

データ・テクノロジー局のアンヌ・クトゥさん
とオリビオ・セグラさんの報告 25）によると，今
後チャレンジすべきこととして，ドキュメンタリ
ストたちがデータマネジメントを習得し，エンジ
ニアと共同作業ができるようになること，そし
て，遺産局や編集局などの“文系”人材とデー
タ・テクノロジー局の“理系”人材を取り持つ

「コーディネーター」となる人材を増やすことが
必要だという。

始まってまもない，ラボの革新的な研究開発
の取り組みは，INAにとって，次世代型の専
門人材の育成にもつながっている。

3-4　専門性と矜持（小括）

第2章から3章まで，INAによるアーカイブ

収集・保存・整備，そして研究者を支援する
Inathèqueの取り組みを概観してきた。ここで，
筆者なりに強く印象に残ったことを抽出し，小
括する。

• 放送番組をはじめとする視聴覚アーカイブが
「国家遺産」だという認識のもとに収集・保
存されていることのインパクトの強さ。

• INA遺産局のドキュメンタリスト，アーキビ
ストは専門の資格を有し，データ・テクノロ
ジー局の技術者たちは世界的にも先端を行
くAIツールの開発を続けるなど，専門性の
高い人材が豊富なこと。

• 遺産局の担当者から発せられた言葉の数々。
特に，映像や音声だけではなく，これに伴
う文書類を必ず収集しなければならない（ド
ランスさん），私たちは遺産の審査員ではな
い（マニアンさん）などの言葉に込められた
彼らのアーカイブに対する哲学と使命感。

• Inathèqueで，原則すべてのアーカイブを閲
覧可能としていること。また，それにとどま
らず，ラボを通じてAI時代に適した新たな
メディア研究を支援し，膨大な視聴覚アーカ
イブの利用価値を拡げる試み。

これらはいずれも，フランス国家とINAが，
視聴覚アーカイブを保存，整備し，活用する
ことに高い価値を認めていることの表れだと
いえる。国家遺産を有効に活用する使命の達
成に向けた，担当者たちの高い専門性と矜持
は，続いて報告するコンテンツ制作・発信（第
4章），映像販売（第5章）の現場でも見いだす
ことができる。
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第 4 章  コンテンツ制作と発信
  　     「より強化された記憶」の創造

本章では，視聴覚アーカイブを活用して多彩
なコンテンツを制作，発信する編集局にフォー
カスをあてる。

現地視察では，INA本部敷地内のスタジオ
で行われた，Franceinfoで放送・配信する26
分の情報番組『INAttendu（イナッテンドゥ）26）』
の収録に立ち会った。このときの放送回のテー
マは「哲学」。テレビ草創期の哲学者へのイン
タビュー映像などを挿入しながら，スタジオで
哲学の専門家や，“哲学系”インフルエンサーな
どが「現代人にとっての哲学」について討論し
た。事前収録番組ではあるが，鮮度のよさを

重視するため，生放送さながらの「1発撮り」
が基本方針だとして，スタジオは放送現場独
特の緊張感に満ちていた。この空間にいる限
り，国立のアーカイブ機関でありながら，INA
がコンテンツの制作・発信拠点でもあることを
実感させられる。

INAは，1975年の設立当初から，毎年少な
くともテレビ30時間，ラジオ40時間の独自番
組を制作し，各放送局に納入する形で放送され
ていた。この中には，ジャン＝リュック・ゴダー
ルやアニエス・ヴァルダなど，フランスを代表す
る映画監督とともに制作したテレビ番組も含ま
れている27）。

現在，INAが制作する放送番組としては，
上記の『INAttendu』のほか，LCP（議会ライ
ブ公共放送）の『REMBOB ’ INA（レンボビィ
ナ）28）』がある。それに加えて，近年のINAは，
コンテンツ制作の専門集団である編集局の主導
のもと，SNSや動画配信サービスを主戦場に
アーカイブの新たな価値の発信が目立ってい
る。

4-1　SNS や YouTube　
インターネットでの動画展開

2006年に一般向けアーカイブ映像配信サイト
「Ina.fr」を開設した。このサイトを中心に，そ
の後，INAのアーカイブはさまざまなチャンネル
から発信されるようになる。2012年にYouTube
に参入し，現在では45のチャンネルで，約400
万人の登録者を獲得している。SNSでは，X

（旧Twitter），Facebook，Instagramに加え，
2021年からはTikTokでもショート動画を連日
発信している。

2015年段階での動画視聴数は全体で7,000
～ 8,000万回だったが，SNS戦略が功を奏し，『INAttendu』収録風景
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2017年には4億5,000万回を記録，その年の
「ベスト・ソーシャルメディア戦略2017」を受賞
した。視聴数はさらに伸び続け，2022年には
13億回に達している29）。

この間，2019年にフランスの人気ユーチュー
バー“Squeezie”が，1960 ～ 70年代の若者が
登場する放送アーカイブを編集して解説する動
画“NOS PARENTS À NOTRE ÂGE（僕た
ち年代の親たち）30）”を公開し，30分で300万
回の視聴を記録したことがニュースとなった。
Squeezieは，INAを紹介しつつ，モノクロ映像
をテンポよく見せながらこう叫んだ。「彼らは僕
らと同じ年ごろなのに，50年も60年も前の人
だなんて，どうかしてるぜ！」。この動画は現在，
890万回視聴されている 31）。

SNS，特にTikTokなどのショート動画は明
らかに“テレビ離れ”の若者たちをターゲットと
したものだが，編集局でコンテンツ制作を統括
するアントワーヌ・バイエ編集長は「まだ自分た

ちの制作内容を分析する段階ではない」とい
う。どのアーカイブを，どう発信すれば“刺さ
る”か，彼も試行錯誤を続けている。

筆 者 が 視 聴した印 象としては， 例えば
TikTokでは，ピカソやスピルバーグなど著名
人の過去のインタビューを再編集したショート
動画は，必ずしも視聴数や「いいね」は多くな
い。一方で，TikTokの縦長の画面を生かして，
画面の上半分には1970年代の一般の子どもた
ちが登場するドキュメンタリー映像を，下半分
には新たに取材した，その子どもが成長した
現在の映像を，同時に見せる動画などは非常
に多くの「いいね」がついている。

また，時事のニュースに関連する動画が多
いことが特 徴的だ。例えば，2023年9月23
日，発がん性が指摘されている除草剤・グリホ

サートに対して，EUが使用認可を更新する方
針だとのニュースが各メディアで報じられた 32）。
INAはその日のうちに，かねてよりグリホサート
の危険性を指摘し続ける科学者の，2002年か
ら2015年にかけてのインタビュー映像を再編集
してTikTokに投稿している33）。このほか，年
金改革に反対するデモや，イスラエルとパレス
チナの戦闘などが起きるたびに，関連するアー
カイブを用いたショート動画を発信している。

4-2　政治番組『adn』の衝撃

2022 年 3月，INAの“時事的 ”な番組制作 
スタイルに大きな注目が集まった。フランス大統
領選挙の期間中，自前のYouTubeチャンネルで
発信した政治番組『adn』（DNAのフランス語）
に対してである34）。その内容は，翌月の投開票
が間近に迫る中，大統領選挙立候補者を1人ず
つスタジオに招き，過去の自分が映るニュース
などのアーカイブ映像を視聴させたうえで，当
時を振り返りつつ現在の心境を語らせるという
もので，1,200万回の再生数 35）を獲得した。

選挙戦の最終盤まで現職大統領のマクロン
候補と競り合った野党「国民連合」の党首，マ
リーヌ・ルペン候補の登場回は，特に話題と
なった。国内では「右派」の論客とみなされる
彼女だが，若いころに出演した討論番組で相
手を強く非難し論破しようとする自分の姿を見
ながら，「怒鳴り合いはもうたくさんだ」とかわ
してみせた。

一方で，ルペンの表情を曇らせるアーカイブ
も紹介された。彼女はこれまで，ロシアのプー
チン大統領との関係の深さをアピールし続けて
いたが，この番組が配信された2022年3月19
日の時点は，すでにロシアがウクライナ侵攻を
開始していた。スタジオの大モニターに，ロシ
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ア大統領府を訪問し，プーチンに笑顔で語りか
ける5年前（2017年）のルペンが映し出される。
それを見終わったあと，彼女は言葉を選びなが
らも「プーチンを侮蔑的に扱うことはできない」
と擁護した。

この番組が投票にどう影響したかは不明だ
が，結果として大統領選挙は4月24日の決戦
投票までもつれ込んだ末，ルペンはマクロンに
敗退している。

このような形でのアーカイブの活用は，投
票前の有権者には大いに参考になるだろうし，
アーカイブが非常に高い公共性を発揮すること
を示す好例となったことは間違いない。日本で
も同様の番組の制作は可能であろう。

4-3　アーカイブの“強化”

こうしたコンテンツは，どのような方針のもと
に制作されるのか。編集局を統括するバイエ編
集長の回答は明快だった。
「私たちの編集方針の中心は，今のニュース

です。過去を振り返るカレンダー的な『今から

40年前の1983年6月1日 36）にはこんなニュー

スがありました 』という作り方はしません。そ

うでないと，過去に縛られてしまうからです」

そのうえでバイエさんは，アーカイブに対する
編集局のポリシーを以下のように語った。

「私たちがとても大事にしていることは2つで

す。1つは，ノスタルジーに陥らないよう注意

すること。どんなテーマを選ぶかも含めて，『昔

のほうがよかったとINAが言っている』という

ふうに視聴者に解釈されないように注意してい

ます。2つ目は，私たちメディアは，現在ある

出来事をめぐる背景（文脈 ）についての補足情

報の提供者だと自らを定義し，私たちの仕事

は，（ある出来事が）どんな背景があって起こっ

ているのかを示すことです」

バイエさんは，2017年まではFranceinfoで
報道番組に携わっていたジャーナリストである。
彼の目に映るINAの視聴覚アーカイブは，「今」
を伝える格好の素材にあふれていて，その価
値をどう最大化してより多くの人に届けるかが，
彼らの使命になっている。

編集局には25人のジャーナリストが在籍して
いるが，バイエさんによると，ローラン・ヴァレ
会長が就任した2015年以降，ほかの報道機関
からの移籍者を積極的に招いたためだという。
この方針，すなわちINAがアーカイブを駆使し
てニュース性の高いコンテンツ発信に注力する
理由について，ヴァレ会長自身は次のように語っ
ている。

『adn』でのマリーヌ・ルペン候補　

アントワーヌ・バイエさん
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「私たちはフランス⼈の記憶の⼤部分を保有

しており，それに意味と再帰性を与えることで，

より強化された記憶という形でフランス⼈に返

しているのです。私たち公共サービス機関がこ

れを⾏わなければ，誰が⾏うのでしょうか 37）」

「より強化された記憶」にするという組織トッ
プの大方針を受けてINAの制作現場は，アー
カイブの活用によって現在の出来事を鮮明にす
ることで，視聴者の理解が深まることを示す取
り組みを続けている。

第 5 章  販売—柔軟なパートナーシップ—

第1章で述べたように，INAは，放送法にも
「商工業的性格を有する公共的法人」と規定さ
れている。財源も，3割以上を独自の事業収入
によって賄っている。ここでは，その販売業務
を担うマーケティング局に注目する。

5-1　販売の概要

収益の柱は，B to Bでの映像販売サイト
MEDIAPRO 38）（メディアプロ）とmediaclip39）

（メディアクリップ）である。また，一般向けに
はSVOD（定額制 ）配信サービスmadelen40）

（マデレン）がある。
メディアプロは，国内外の放送局や映画会

社など，映像制作のプロフェッショナルを対象
としている。ここには，INAが保有する2,580
万時間のコレクションの約10分の1にあたる約
240万時間分をラインナップしており41），利用
登録をすれば，低画質ながら全映像の試写が
できる。購入希望者はサイトを通じて申し込む
と，INAから権利処理のために必要な情報が
届く。権利処理が済んだあとに利用可能とな

る。2022年の売り上げは，前年比3.6%の成長
を記録している。

メディアクリップは，ユーチューバーなど，デ
ジタルクリエイターのニーズに応えるため，2020
年に新設された。30秒から3分間までのビデ
オクリップが12のテーマ別にそろえられている。
現在，約2万6,000のクリップをラインナップし
ているが，ユーザーの要望にも応じながら，コ
ンテンツを増やしている。サイトは毎日更新され，
月あたり約400クリップが追加される。利用料
金はプリペイド方式。コンテンツはすべて権利
処理済みか，権利処理が不要なものである。
そのため，利用者は必要なコンテンツが見つか
り次第，ダウンロードしてすぐに利用できる。

メディアクリップと同じく，2020年のコロナ
禍の最中に開設したマデレンは，月額2.99ユー
ロ（約470円）のSVODサービスで，誰もが利
用できるプラットフォームである。人気のドラマ
や音楽番組，ドキュメンタリー番組はもちろん
のこと，INAが推す「あまり知られていない番
組（Les émissions méconnues）」のカテゴリー
も設けている。2021年12月には，Amazon 
Prime Videoからの配信を開始した。

5-2　“実を捨て名を取る”柔軟な戦略

販売の戦略は，2-1で言及した遺産局の収集
チームとの連携で行われる。

遺産局とマーケティング局，さらに制作部門
の編集局も加わり，どのような映像をどの程度
の期間，どのような形態で利用したいかが話
し合われ，そこでの決定に沿って遺産局のメン
バーが収集に動く。マーケティング局などINA
にとってのニーズと，映像の所有者（パートナー）
の要望を調整しながら，映像の権利をどの程度
まで獲得するかを判断する。
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遺産局の収集責任者であるパニイ・プセさん
は，「重要なのは金銭面だけではなく，パート

ナーとの信頼関係 」だと強調したうえで，「未

来への遺産として収集するコンテンツ，市場で

流通させる商用コンテンツ，いずれであれ柔軟

に対応します」という。
INAが自由に販売や発信するためにすべて

の権利を取得し購入するケース，利用形態や
期間の範囲を限定した利用権のみを取得する
ケース，さらに，パートナーから委任を受けて，
INAが映像の販売を「代行」し，得られた利
益を折半するケースもある。

メディアプロなどを統括するマーケティング
局のサンドリーヌ・サカレールさんによると，
INAに委任して代理販売をさせるパートナーに
は，フランス国内外の番組制作会社や報道機
関，通信社などがあり，20年ほど前から増え
ているという。
「パートナーがINAに映像を委託する理由は，

メディアプロに2万人以上のアクティブユーザー

がいるからです。彼らパートナーたちは，自分

の映像作品を販売したい，あるいは，できるだ

け多くの人たちの目に留まるようにしたいと考

えています。そしてINAがコレクションを拡充

する目的は，メディアプロのユーザーがほしがっ

ているあらゆるコンテンツが見つかるようにす

るためです」

さらに，INAは売買にまったく関与せず利益
も得ない，いわば“実を捨て名を取る”マーケ
ティング戦略もあるという。メディアプロのペー
ジを，いわば“場所貸し”するだけの「ポーテー
ジ（収容）サービス」である。
「パートナーはINAに対して，『自分のコンテ

ンツをメディアプロのプラットフォームに載せて

ほしい。ただし，販売は自分でやりたい』と要

望する場合があります。そこで，INAのプラッ

トフォームに映像を“収容 ”してあげるのです。

直接パートナーがその映像を販売するので，委

託販売とは違って，販売の際にINAは関わりま

せんし，収益も両者でシェアしません。私たち

のプラットフォーム上で，映像が人々の目に触れ

る機会，ビジビリティー（コンテンツの可視性）

を確保したいというパートナーです」（サカレー

ルさん）

ポーテージサービスは，ベルギーの映像アー
カイブSONUMAなどが利用している。コンテ
ンツが豊富になればなるほど，メディアプロに
人が集まり，映像が目に留まるため，映像を所
有するパートナーにとって，このプラットフォー
ムの魅力は高まる。INAとしては，“何でもある”
アーカイブ機関としての存在感が高まる。利用
者も含めて，ともにウィンウィンだということで
ある。

5-3　文化・公共部門の取り組み

マーケティング局には，メディアプロのような
「商用」部門とは別に，博物館などの文化施設
や学校など，公共的な機関からの映像使用の

サンドリーヌ・サカレールさん
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ニーズに対応するチーム，文化・教育部門があ
る。ここも商用部門と同様に，パートナーと柔
軟で友好的な関係を構築することで，INAのブ
ランドイメージの向上に貢献している。

メディアプロの価格帯よりは割安だが，文
化・教育部門でも独自の利用料金を設定して
いる。担当者であるソフィー・モルロンさんは，

「権利者への分配という義務を果たすためには

アーカイブ映像の無料での提供はできない」と
いう。この部門がもたらす収益は，INAの総
売上高の7％以上を占めている。

モルロンさんによると，文化施設や教育機関
などからの映像利用の申し込みは，1か月あた
りおおむね50から100 件程度。そのうち条件
が折り合わないことは2割程度あるが，そのほ
かは提供をかなえている。

一般的に，公共的機関は，営利目的の映像
制作会社などのパートナーと比べて，映像購入
に割ける予算は大幅に少ない傾向だが，文化・
教育部門は，予算が少ない場合でも提供が実
現するよう「パートナーシップ」を重視して，柔
軟な対応を目指す。

「予算次第で，例えば500ユーロ（約8万円）

ならこれだけのアーカイブが使えますよ，そし

て，私たちには『強い説得力』を持たせること

ができますよ，とパートナーに伝えています」

（モルロンさん）

予算の範囲内で利用目的にかなうアーカイブ
を提案するほか，単に映像を提供するだけでな
く，INAのノウハウをも提供することで，イベン
トや授業の効果を高めようとするのである。例
えば，映像利用の機会にINAが参加し，彼ら
が得意とする視聴覚分野での支援を行うことで

「強い説得力」を発揮する。2022年には，パ
リ市内で毎年開催されるアートイベント「Nuit 
Blanche（ニュイ・ブランシェ＝白夜祭）」に参
加し，INAのSNSページなどでイベント専用の
動画を配信することでPRに貢献した42）。

また，教育機関に対しては，セーヌ＝サン＝
ドニ県の4つの中学校と協力して，各クラスの
先生や生徒たちにアーカイブの検索と適切な映
像選択，映像の文脈の正確な理解についての
指導を行い，生徒たちと映像作品を共同制作
したケースがある。また，パリにある国立映像
音響専門学校 La Fémisとも提携し，年3回，
アーカイブの利活用や映像の権利などについて
の講義を行うほか，学園祭などでアーカイブ映
像の上映会を開きたいという学生の希望に応
え，彼らにメディアプロへのアクセス権を与え
て利用可能にするサービスを行っている。

文化や教育の現場に関与し貢献することで，
短期的な収益以上に，INAのイメージアップと
いう果実を得ることとなる。この部門の2022
年の顧客者数は前年比で16％増加している。
商用販売部門同様に，“実を捨て名を取る”戦
略が顧客者数の増加をもたらしているといえる
だろう。ソフィー・モルロンさん
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第 6 章  盛んな組織内連携　
  　     使命の達成と人材の成長
　
第2章から前章までは，遺産局，データ・テ

クノロジー局，編集局，マーケティング局の取
り組みを見てきた。各部門は，それぞれが高
い専門性を発揮して，国家資産たる視聴覚アー
カイブの保存と有効活用という使命を実現しよ
うとしている。さらに，「はじめに」でも述べた
ように，それぞれの部門は組織内での横断連
携を盛んに行っており，これによって活動をよ
り強化させていることがわかる。

すでに述べたものでは，InathèqueでのAI
を活用した研究支援「ラボ」には，データ・テ
クノロジー局の貢献が大きく，現在も文理をま
たぐコーディネーター人材育成の努力がなされ
ている。また，マーケティング局の販売は，遺
産局の収集部門と連動しており，視聴覚アーカ
イブの拠点としてのINAの存在感の向上をもた
らしている。

組織内横断連携の実践はこれにとどまらず，
使命の最大化と人材の多様化に資するものが

多い。そのいくつかをこの章でまとめて報告する
（図3）。

6-1　メタデータ整備の自動化

膨大な視聴覚や文書のアーカイブを整備す
る遺産局のドキュメンタリストたちを長年悩ま
せてきたのが，各所からのデータのファイル形
式が異なることへの対応だった。逐一，形式
を変換し，不具合が発生した場合は修正し，
情報の入力に至るまで，すべてを手作業で行
わなければならず，多大な時間を要していた。

しかし，この問題はデータ・テクノロジー局の
開発者たちの協力を得て，2022年，大きく改善
された。あらゆるファイル形式のデータを自動的
に1つの環境に統合して保存するシステムが完
成したのである。これにより，メタデータ整備作
業の効率化が飛躍的に進むことになった 43）。

6-2　レビューメディア　
研究論文を“わかりやすく”発信

遺産局のInathèqueで支援を受けた研究者
らが発表したメディア研究の成果を，編集局が

担当するウェブマガジン
「レビューメディア44）」で
一般に向けて発信をし
ている。編集長のフラ
ンソワ・クワントンさん
は，研究者たちに，自
らの成果をわかりやす
く表現してもらうことに
心を砕いている。例え
ば，ある若い研究者が
執筆した，偽情報の拡
散についての興味深い
研究論文があった。ク

図３　組織内の「横連携」

データ・
テクノロジー局 編集局遺産局

Inathèque マーケティング局

現場ニーズに応えるツールの開発

アーカイブ収集・制作・販売での協働

人材の育成・活性化　　使命達成の最大化
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ワントンさんは，この論文がアカデミックにすぎ
る文体だったため，論旨を改変しないように研
究者と何度も確認し合い，推敲を重ねて平易な
表現にする作業をサポートした。ウクライナに
侵攻するロシアのプロパガンダを信じてしまう人
間心理を解説した記事は，「科学はなぜ必要な

のか，ということについて一般の人々にも理解

してもらえる内容に仕上がった」と，クワントン
さんはいう。
「フランスのINAでも視聴者離れという問題

に突き当たっているといえます。レビューメディ

アの役割は，メディアの機能や背景をわかりや

すく伝えることで，人々がメディアを理解するこ

とを手伝い，メディアへの信頼を回復すること

にあるのです」

Inathèqueから生まれた，難解だが，深い
考察がなされたメディア研究を，編集局の支
援によって一般に広める。そして，学術研究と
INA，さらにはメディア全体の存在価値の向上
を目指している。

6-3　ドキュメンタリストと
販売・制作との連携

マーケティング局では，メディアプロなどに

追加する映像を検討するため，遺産局のドキュ
メンタリストとともに会議を毎月行っている。翌
月に注目を集めそうなトピックを精査し，それ
に適した映像をドキュメンタリストたちが膨大
なアーカイブの中からピックアップし，サイトの
トップ画面で目立つようにする。
「クライアントの要望はマーケティング局担

当者が把握しているし，どんなコレクションが

あるかは遺産局のドキュメンタリストが把握し

ている。この点が，ほかのプラットフォームと

私たちの違いです」（マーケティング局・サカ

レールさん）

また，コンテンツ制作を担う編集局で毎朝9
時30分に行う企画会議には，ジャーナリストや
編集者らとともに，必ずドキュメンタリストが参
加する。取り上げるべきニュースについてジャー
ナリストたちが議論し，そのニュースに関係の
深いアーカイブをドキュメンタリストが提案する
共同作業によってコンテンツが決定する。時に
は，ドキュメンタリストから先にニュース性の
高いアーカイブを提案することもあるという。

ジャーナリストとドキュメンタリストとの連携
の必然性について，バイエ編集長はいう。
「アーカイブを編集して発信しようという方

針を選んだために，新たな専門技能が必要に

なってきます。つまり，ドキュメンタリストとの

緊密な協力があって，コンテンツ制作は実現し

ているのです。そして，ドキュメンタリストは

INAのこの環境のもと，ジャーナリストに成長

しつつあります。まさにそれは，INAがアーカ

イブを編集，発信しようという選択をしたため

に起きたことなのです」

また，ドキュメンタリストを指導する立場の
遺産局のルイ・ジョベルティ部長も，この連携
を評価している。

フランソワ・クワントンさん
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「これまではインデックスの付与が基本だっ

た彼らの仕事は大きく変わりました。組織内だ

けでなく，社会的にもジャーナリストの期待に

応えることができるようになって，ドキュメン

タリストに多様性が出てきました。コンテンツ

がどのように制作されるのかを肌で知ることが

できたのは，大きな成果です」

ドキュメンタリストの中には，社会問題とそ
の報道に関心を抱き，ジャーナリストへの転身
を目指す者も現れ始めている。バイエ編集長
らは，そうした志を持つ者を歓迎し，助言をし
ているという。

組織の横断連携は，それぞれが磨いてきた
専門性に広がりを与え，新たな視点を有した人
材を生み出す。この相乗効果が，現場に新た
な発想と活力を与え，視聴覚アーカイブの価値
を高めることに大いに貢献しているのではない
だろうか。

筆者はNHKの番組制作の現場に長く身を
置いてきたが，記者やディレクターとアーカイブ
関係者が番組制作のために日常的に対話をす
る場は少ないと感じる。また，民放を含めても，
そのような話はあまり聞かない。

アーカイブを利活用することを主戦場として
いるというINAの特殊性はあるが，こうした組
織内での部署横断連携がより促進されれば，
人材が活性化し，新たな発想のコンテンツが
生まれやすくなるだろう。

第 7 章  社会貢献とメディアの信頼

INAは，国内の放送局をはじめ，研究所や
教育機関，自治体などと連携しながら，教育
や地域に貢献し，社会課題を解決する取り組
みに力を注いでいる。また，アフリカをはじめ

とした各国のアーカイブ機関の支援活動にも積
極的で，INAが築き上げたノウハウによって，
滅失の危機にある世界の視聴覚アーカイブの
保護と整備，活用がなされている。この章では，
そうしたINAのさまざまな社会貢献活動を見て
ゆく。

7-1　教育・地域貢献を目指す事業展開

＊Lumni（ルムニ）

フランス教育省の要請を受けて，INAが 
France Télévisionsなどと共同運営 する

「Lumni」は，国内すべての教師と生徒が無料
で利用できる学習用ウェブサイトである。すべ
ての公共放送をはじめ，ベルサイユ宮殿などさ
まざまな機関から収集したアーカイブを活用し
て，約1万のコンテンツを制作し，レベルや科
目別にインデックス化している。また，地方の
テレビ局，ラジオ局とも協力し，それぞれの地
域での仕事や住宅事情に関する若者向けの情
報も提供する。2022年の大規模なリニューアル
によって，ページビューは60％増加した45）。

INAでLumniを担当するのは編集局である。
バイエ編集長によれば，このサービスは公共
放送の全関係者を結集する将来の公共放送改
⾰と明らかに⼀致するもの 46）である。

そして，INAと共同運営するFrance Télé-
visionsのデルフィーヌ・エルノット社⻑の新聞
の取材に対する発言からは，切実な思いがにじ
んでいる。
「私たちは，役に⽴ちたい。役に⽴てば，視

聴者はついてくる 47）」

＊Fresques（フレスコ）

INAはさらに，地域学習に特化した独自
のウェブサイト「フレスコ48）」を展開している。
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INAの視聴覚アーカイブをもとに，地域ごとの
文化や経済，政治の変遷やメディアの背景を，
年代別，地区別，テーマ別に追体験できるよ
うに構築されている。これまでに，アルザスや
ストラスブールを含むグラン・テスト地域や，2
度の世界大戦で甚大な被害を受けた北部のピ
カルディ地域の特集など，27のフレスコを開設
している。この事業は，それぞれの地域の企
業，地方自治体，博物館などの文化施設など
のニーズに基づき，共同で制作するケースが多
い。

中世にフランク族が進出する以前から独自の
言語を用いて暮らしてきた人 ，々「オック語文化
圏」の半世紀を再現する「オック語 ボルボルの
50年 49）」は，INAの地域本部と，CIRDOC

（オック語文化研究所）50）が共同制作したフレ
スコである。INAからは1960年代後半以降の
オック語圏に関する取材映像，CIRDOCなど
からは文書アーカイブが持ち寄られ，オック語
圏研究者らの選択と文脈づけによって構築さ
れた。すべての画面でオック語とフランス語が
ともに表記される，バイリンガルサイトとなっ
ている。

「INAは柔軟で機敏な組織です。大企業のよ

うな強引さはなく，とてもレスポンスがいい」と
語るのは，地域貢献をより強化するため，2022

年から，INAの6つの地域本部に新設された
地域・多様化局の責任者，ベルトラン・メール
さんである。彼らは，地域の文化機関などと緊
密に連携しながら，INAの専門性を駆使して，
どのような貢献ができるか，実験的な取り組み
を担い，ここ最近は視聴覚アーカイブを活用し
たイベントを手がけて，大きな手ごたえがあっ
たという。
「イベントは1つの方法ですが，何でもいいの

です。SNSが爆発的に普及している今，もはや

コントロール不能な大量の言説に屈することな

く，私たちメディアは，自らを体現し，視聴者

に応えなければならないのです」

7-2　INA Supでの社会課題解決

INA本部敷地内にキャンパスを構える教育機
関INA Supは，もともとは前身のORTFの職
員研修部門である。INAの創設後も同じ役割
を続けていたが，2000年代半ばに一般の学生
を受け入れるようになった。現在は，毎年360
人の学生が通学している。

ドキュメンテーション，ジャーナリズム，音響
技術，法制度や経営などの専門講座が学べる，
学士から修士までの14の学位コースがあり51），
卒業⽣の86%が視聴覚分野の専⾨職に就いて
いる。

また，社会人向け講座も多数設けており，
シャネルなどの企業の社員も受講している。
「企業は最近，SNSを介したメディア発信に

取り組んでいて，コンテンツ制作ができる人材

育成の必要が生じているのです」と，INA Sup
のステファニー・ラブルダン副校長は説明する。
1つの企業だけを対象とするオーダーメードのプ
ログラムのほか，複数の企業の人材を集めて実
施する講座なども提供している。

フレスコ「オック語 ボルボルの50年」
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2020年，INA Supは17歳から25歳の若者
が無料で受講できる「アルファクラス」のプロ
ジェクトを開始した。このクラスの特徴は，中
学や高校を中退した者も受け入れる方針を掲げ
ていることである。1年間，彼らに対して視聴
覚分野での知識や技能が身につくように指導
を行い，卒業資格を与えて視聴覚の専門職な
どに就けるよう支援しているのである。2021年
からはFrance Télévisionsの協力も得て運営
されている。

INA Supの講師で，このアルファクラスの責
任者であるデヴィッド・カリファトさんが，自身
の体験を交えて，開設の経緯を語ってくれた。
「アルファクラス開設の背景には，ミッショ

ンローカル（地域の若者の雇用促進事業）があ

ります。2015年に発生したフランスでのテロ

事件の際，移民や貧しい人たちがやり玉に挙が

りました。政府がシテ（移民や貧困層が多く暮

らす郊外の公共住宅街 ）の雇用促進のための

ワークショップを推奨していて，私はその取り

組みに参加したのです。その後，2020年にヴァ

レ会長が『INA Supをもっと多くの若者に門戸

を広げるべきだ 』と発言したことを機に，アル

ファクラスが生まれたのです」

国が抱える近年の大きな社会課題である移
民や貧困層の問題解決への取り組みを軌道に
乗せて，地方都市でも展開できるよう準備が進
められている。

　
7-3　アーカイブの保護を助ける国際貢献

INAは，EU域内はもちろん，世界各国の機
関とも連携し，視聴覚アーカイブの専門集団の
力を発揮した数多くの支援活動にも取り組んで
いる。

南アフリカ共和国では，2013年から同国の
芸術文化省と協定を結び，貴重なアーカイブの
修復やデジタル化，インデックスの作成を行
い，関係者に対する研修も実施している。2-1
で述べた「リボニア裁判」の音声の保存もこの
取り組みの成果である。

セネガルの放送局やコートジボワールのメ
ディア関係者を対象に，INA Supのノウハウを
生かして，研修センターなどの創設を支援して
いる。モロッコやレバノンなどでも，アーカイブ
の保存と整備を進める支援を行っている。

こうした活動は，フランスの外交の一環とし
て，相手国の政府などとの連携に基づいて行
われることが多い。世界の視聴覚アーカイブを
散逸，滅失の危機から救うための貢献である
ため，相手国には，フランスが「INAを擁する

INA Sup アルファクラスの授業

デヴィッド・カリファトさん
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アーカイブの先進国」としての好印象を与える
ことにもつながるだろう。

視聴覚アーカイブの専門集団としての強みを
生かして，国内では，人々の暮らしに届くサー
ビスを増やし，世界各地で，国家を代表する
文化保護活動の一翼を担う。放送メディアの
存在感が低下する中，より直接的に社会で役立
ち「自らを体現 」することで，INAの，そして
メディアの信頼を底上げし，「視聴者はついて
くる」ようにするための努力が続いている。

前編の総括　
—日本への示唆と今後の論点―

現在，ブライ＝シュル＝マルヌのINA本部で
は，敷地拡張の工事が盛んに行われている。
国内の映画学校や視聴覚関連企業を誘致し，
ここを“一大視聴覚センター”とする計画が進
んでいる。INAの展開は現在進行形であり，
今後も発展に向けた挑戦と変化を続けるであろ
う。

前編では，現地視察と取材をもとに，現在
INAが行う多彩な活動を報告した。振り返っ
て，筆者にとって最も印象深いことは，INAの
担当者たちの「躍動感」であった。

3-4で小括したように，視聴覚アーカイブの
「国家遺産」としての価値の高さを理解し，こ
れを有効に活用するという使命を達成するため
に，それぞれの部門で専門性を発揮する者た
ちは，個々の仕事への誇りと喜びを隠さない。
そして，使命の達成を最大化するために組織
の内外で連携し合う柔軟性を目の当たりにして，
躍動を強く感じた次第である。

日本での放送アーカイブ利活用を考えるうえ
でINAがもたらす示唆は多い。何より驚かされ

たのは，大統領選挙の期間中に候補者を出演
させて，過去の自身の言動を記録したアーカイ
ブを見せながらその素顔に迫る番組『adn』で
ある。“より強化された記憶”にするための視
点，ジャーナリストとドキュメンタリストの協働
などは，今後の日本の放送アーカイブを用いた
コンテンツ制作の大きな参考になるだろう。ま
た，アーカイブをフル活用したAI研究など，
INAは日本の何周先を走っているのだろうとい
う気持ちにすらなる。

フランス放送法が視聴覚アーカイブを「国家
遺産 」と規定していることは，国民的にも映
像・音声に高い価値を認める文化観を育み，
INAの保存や利活用の取り組みを強く後押しす
る土壌になっていると思われる。日本でも放送
アーカイブの公共的価値についての議論はなさ
れているが，国民的な共通認識に至っていると
は言いがたい。社会還元を促進する気運を高
めるために，フランスの法制度は大いに参考に
なるだろう。

ただし，当初は公共放送解体の過程で「偶
然 」に生まれたINAが，国立の機関であり，
法定納入の受け入れも国家の意思のもとで行わ
れる，“アーカイブに特化した組織”であり続け
ているという独自性には留意すべきである。日
本の放送局の業務の柱はあくまで放送であり，
アーカイブを保有する第一の目的が自局の再利
用のためだという仕組みの違いは大きい。INA
のような取り組みを，自主自律を旨とする日本の
放送局で同じように実現することは決して簡単
ではないはずだ。

また，INAがすべてにおいて順風満帆とい
うわけではなく，フランスの公共放送を取り
巻く厳しい状況下にいることを忘れてはなら 
ない。2017年，政府は公共放送 4 社（France 
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Télévisions，Radio France，France Médias 
MondeとINA）を統合し，国が出資する持ち
株会社の傘下に置き，効率化と合理化の具体
案を提示した 52）。さらに2022年には，受信料
制度が廃止された。
「レビューメディア」のクワントン編集長（6-2）

の「人々がメディアを理解することを手伝い，メ
ディアへの信頼を回復する」という言葉，ある
いは，「Lumni」の共同制作者であるFrance 
Télévisionsの社長（7-1）の「役に⽴てば，視
聴者はついてくる」という言葉に象徴されるよう
に，INAの多彩な展開の背景には，フランス
放送界が揺らいでいる現状もあるだろう。

これらを踏まえた後編では，フランスの放送
法や著作権法の変遷を追い，視聴覚アーカイ
ブがいかにして「国家資産」となり，INAの位
置づけと役割が確立したのかを明らかにしつ
つ，近年のフランスでの放送制度をめぐる議論
を検討する。そして，日本での放送アーカイブ
利活用の側面から，あるべき制度設計と公共
放送の未来像についてさらに考察してゆく。

（おおたか たかし）

注：
	 1）	INAウェブサイト
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